
平成 24 年度自然ふれあい行事開催報告
熊野自然保護官事務所

吉野熊野国立公園　串本海域公園地区

「串本海中観察会」
日時：平成 24 年 8月24日・30日
場所：和歌山県串本町有田 串本海域公園1号地

主催
（協力）

参加者 30 名

近畿地方環境事務所・和歌山県
（串本海中公園センター・串本町）

◎参加者の声◎

・和歌山の自然の良さを知ることができて、とてもよいと思います。
・和歌山に恵まれた自然に触れ、自然を大切にする心を子どもたちに持ってほしいと思います。
・さわったりもできてよかった。大きい魚もいて、楽しかった。また来たいです。
・とっても楽しかった。手軽に（道具などを借りれて）出来てよかった。
・スタッフの方々がとても親切で安心して楽しく過ごせました。大変良い経験になりました。
・体験イベントを通して自然環境を守っていく事の大切さを勉強させてもらいました。
・大好きです。できる限り参加したいです。
・スタッフの方々のフォローも丁寧で、とても良いです。
・とても楽しく、安全指導も適切で良かったです。
・すごく海がきれいで、先生がさんごのことや魚のことをおしえてくれたのでたのしかった。

○串本海中観察会を開催しました！

　本州最南端に位置する和歌山県 串本
の海は、吉野熊野国立公園のなかでも
海域公園地区に指定され、またラムサー
ル条約湿地にもなっています。温暖な
黒潮の影響により、ここではたくさん
のサンゴや色鮮やかな魚たちを見るこ
とができます。

　串本海中観察会は、環境省・和歌山
県が毎年共同で開始している大好評の
スノーケリングのイベントです。今年も
たくさんの方に参加して頂きました！

（右写真）講義のようすその１

○串本の海を学ぼう！

　海に入る前に、串本の海について学
びました。
国立公園やラムサール条約について、
また、串本の海で見られる生きものや、
危険生物、スノーケリング器材の使い
方について学びました。

（左写真）講義のようすその２

○いよいよスノーケリング体験です！

講義の後は、いよいよ海へ！台風の影響で海のにごりもありましたが、サンゴをは
じめ、いろいろな生きものを観察することができました！

（写真）ウェットスーツに着替えて、
   海へ！

（写真）波打ち際で準備 （写真）スノーケリングレクチャー

（写真）スノーケリングは
　　　  もうばっちり！？

（写真）イソギンチャクと暮らす
　　　 クマノミ

（写真）サンゴとガンガゼ


